
【
本
社
】
表
敬
あ
い
さ
つ

西
村
光

司
氏
（
作
曲
家
）
山
田
達
也
氏
（
広
島

国
税
局
酒
類
業
調
整
官
）

【
中
部
本
社
】
表
敬
あ
い
さ
つ

山

根
正
広
氏
（
山
陰
合
同
銀
行
倉
吉
支
店

長
）
伊
藤
卓
朗
氏
（
同
次
長
）
広
谷
静

枝
氏
（
倉
吉
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
長
）

か
わ
に
し
よ
し
と
氏
（
日
本
漫
画
家
協

会
員
）

【
西
部
本
社
】
新
任
あ
い
さ
つ

仲

村
一
男
氏
（
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
長
）
◇
表
敬
あ
い
さ
つ

清
末
忠
人
氏
（
自
然
に
親
し
む
会
会

長
）
杉
原
弘
一
郎
氏
（
鳥
取
県
間
税
会

連
合
会
長
）
安
田
秀
樹
氏
（
鳥
取
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
常
務
理

事
事
務
局
長
）
６
代
目
桂
文
吾
氏
（
落

語
家
・
元
桂
小
文
吾
）
長
谷
修
道
氏
（
中

央
印
刷
取
締
役
常
務
）
山
田
訓
裕
氏
（
同

営
業
部
）
山
本
健
一
郎
氏
（
同
出
力
課

Ｄ
Ｔ
Ｐ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
）
大
櫃
誠
司
氏

（
あ
っ
ぷ
る
は
う
す
執
行
役
員
常
務
）

（

日
）

時
５
分
、
倉
吉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
認
証

周
年
記
念
式
典
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
撮
影
。

分
、
戦
学
偉
香
港
航

空
副
総
裁
ら
と
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
。

時
、
ク
ロ
ー
バ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
の

新
事
業
報
告
会
。

分
、
東
京
大
法
律

相
談
所
オ
ン
ラ
イ
ン
取
材
。

時
半
、

鳥
取
環
境
大
運
営
協
議
会
。

時
半
、

台
風
９
号
お
よ
び
秋
雨
前
線
に
関
す
る

情
報
連
絡
会
議
。

第
１
０
３
回
全
国
高
校
野
球

選
手
権
大
会
に
出
場
し
、
惜
し

く
も
初
戦
敗
退
し
た
米
子
東
高

野
球
部
が

日
、
米
子
市
勝
田

町
の
母
校
に
帰
着
し
、
教
職
員

や
保
護
者
ら
約

人
が
出
迎
え

た
。
長
尾
泰
成
主
将
ら
は
こ
れ

ま
で
の
応
援
に
感
謝
し
た
。

選
手
ら
を
乗
せ
た
大
型
バ
ス

は
午
前

時
半
、学
校
に
到
着
。

保
護
者
ら
は
拍
手
で
選
手
た
ち

を
迎
え
た
。

整
列
し
た
選
手
た
ち
に
田
辺

洋
範
校
長
は
「
最
後
ま
で
粘
り

強
く
戦
っ
た
。
３
年
生
は
進
路

に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
」
と
ね

ぎ
ら
い
、紙
本
庸
由
監
督
は「
台

風
や
コ
ロ
ナ
の
中
、
た
く
さ
ん

の
応
援
を
頂
き
力
に
な
っ
た
。

１
、
２
年
生
と
ま
た
頑
張
っ
て

い
く
」
と
感
謝
し
た
。

長
尾
主
将
は
「
さ
ま
ざ
ま
な

方
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
来

ら
れ
た
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
や

っ
て
こ
ら
れ
て
本
当
に
楽
し
か

っ
た
。３
年
生
は
引
退
す
る
が
、

野
球
部
で
培
っ
た
こ
と
を
生
か

し
て
い
き
た
い
」
と
涙
を
こ
ら

え
な
が
ら
述
べ
、
野
球
部
へ
の

応
援
の
継
続
を
願
っ
た
。

（
本
高
屋
修
）

Ｊ
Ａ
全
農
と
っ
と
り
は

日
、
次
世
代
の
主
力
品
種
と
し

て
生
産
振
興
を
図
っ
て
い
る
鳥

取
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
「
な
つ

ひ
め
」
と
「
新
甘
泉
」
の
査
定

会
を
北
栄
町
由
良
宿
の
鳥
取
県

園
芸
試
験
場
で
開
い
た
。
ど
ち

ら
も
開
花
が
平
年
よ
り

日
早

く
交
配
が
早
か
っ
た
こ
と
か
ら

生
育
は
順
調
で
玉
太
り
は
上

々
、
糖
度
も
十
分
に
乗
っ
て
き

て
い
る
と
い
う
。
な
つ
ひ
め
は

日
、
新
甘
泉
は

日
に
初
出

荷
す
る
。

県
内
３
Ｊ
Ａ
の
６
選
果
場
か

ら
持
ち
込
ま
れ
た
、
な
つ
ひ
め

１
２
０
個
、
新
甘
泉
１
６
０
個

を
職
員
が
糖
度
や
大
き
さ
を
測

定
。
消
費
者
に
人
気
急
上
昇
中

の
新
甘
泉
の
有
袋
の
平
均
糖
度

は

・
１
度
（
前
年

・
８

度
）
、
重
量
は
４
４
４
・
５
㌘

（
同
４
３
０
・
６
㌘
）
だ
っ
た
。

Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
大
山
果
実
部

の
田
草
明
仁
指
導
部
長

は

「
あ
ら
れ
で
規
格
外
が
多
く
出

る
か
も
と
心
配
し
た
が
そ
う
で

も
な
か
っ
た
。
形
も
よ
く
、
い

い
結
果
が
出
た
」
と
喜
ん
だ
。

Ｊ
Ａ
全
農
と
っ
と
り
に
よ
る

と
、
本
年
度
は
県
全
体
で
９
５

１
戸
が
梨
を
栽
培
。
新
甘
泉
は

前
年
よ
り
４
％
増
の
約

㌶
で

栽
培
さ
れ
、
京
阪
神
、
中
四
国

を
中
心
に
６
２
０
㌧
を
出
荷
す

る
。
販
売
金
額
３
億
８
千
万
円

を
計
画
し
て
い
る
が
、
９
日
の

暴
風
に
よ
る
被
害
で
出
荷
量
は

減
少
す
る
見
込
み
。

（
吉
浦
雅
子
）

無
観
客
で

日
開
催

が
い
な
太
鼓
と
ダ
ン
ス
の
み

米
子
が
い
な
祭
振
興
会
（
会

長
・
伊
木
隆
司
米
子
市
長
）
は

日
、
同
市
東
山
町
の
ど
ら
ド

ラ
パ
ー
ク
米
子
で
開
催
予
定
の

「
第

回
米
子
が
い
な
祭
」
に

つ
い
て
、

日
に
無
観
客
で
開

催
す
る
と
発
表
し
た
。
規
模
を

縮
小
し
、
が
い
な
太
鼓
と
ダ
ン

ス
の
み
行
う
。

同
祭
は

、

両
日
に
有
観

客
で
開
催
を
予
定
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
状
況
を
踏
ま
え
、
無
観
客

で
調
整
を
進
め
て
き
た
。
９
日

に
企
画
実
行
本
部
会
議
を
開

き
、
祭
り
の
伝
統
を
引
き
継
ご

う
と
、
従
来
と
は
違
う
形
で
の

開
催
を
決
め
た
。

出
演
団
体
は
が
い
な
太
鼓
９

チ
ー
ム
、
ダ
ン
ス
の
が
い
な
Ｃ

Ｏ
Ｎ

チ
ー
ム
。
が
い
な
万
灯

は
感
染
対
策
が
難
し
い
た
め
参

加
を
見
送
る
。

当
日
は
中
海
テ
レ
ビ
や
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
生
中
継
す
る
。
市

民
球
場
で
は
が
い
な
太
鼓
や
が

い
な
Ｃ
Ｏ
Ｎ
の
パ
レ
ー
ド
、
太

鼓
と
ダ
ン
ス
の
コ
ラ
ボ
を
披

露
。
球
場
と
球
技
場
に
設
置
し

た
ス
テ
ー
ジ
で
は
が
い
な
Ｃ
Ｏ

Ｎ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行

う
。
演
者
は
出
演
時
間
に
合
わ

せ
て
会
場
に
入
り
、
出
演
後
速

や
か
に
退
場
す
る
な
ど
感
染
対

策
を
徹
底
す
る
。（

戸
田
大
貴
）

米
子
市
全
小
学
校
に

ボ
ッ
チ
ャ
用
具
寄
贈

医
療
法
人
養
和
会

医
療
法
人
養
和
会
（
米
子
市

上
後
藤
３
丁
目
）
は
創
立

周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

同
市
内
の
全
小
学
校

校
に
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種

目
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
の
用
具
一
式

を
寄
贈
し

日
、
市
役
所
で
贈

呈
式
が
行
わ
れ
た
。
障
害
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
楽
し
め
る
ボ

ッ
チ
ャ
の
普
及
で
、
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
す
。

鳥
取
県
で
は
２
０
１
８
年
に

県
ボ
ッ
チ
ャ
協
会
が
設
立
さ

れ
、
養
和
会
の
施
設
内
に
事
務

局
を
置
い
て
学
校
や
公
民
館
な

ど
で
の
普
及
活
動
に
力
を
注
い

で
い
る
。
今
回
は
学
校
の
規
模

に
応
じ
て
９
校
に
４
セ
ッ
ト
ず

つ
、

校
に
２
セ
ッ
ト
ず
つ
計

セ
ッ
ト
を
贈
っ
た
。

贈
呈
式
で
は
、
養
和
会
の
広

江
智
理
事
長
が
「
人
権
学
習
や

共
生
社
会
に
結
び
付
き
の
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
。
小
学
校
や
地
域
で

使
っ
て
ほ
し
い
」
と
伊
木
隆
司

市
長
に
目
録
を
渡
し
た
。

伊
木
市
長
は
養
和
会
職
員

で
、
同
協
会
の
石
丸
知
会
長
に

ボ
ッ
チ
ャ
の
ル
ー
ル
な
ど
の
説

明
を
受
け
、実
際
に
体
験
。
「
戦

略
性
が
あ
っ
て
面
白
い
ゲ
ー

ム
。
ボ
ッ
チ
ャ
を
通
じ
て
、
共

生
社
会
へ
の
理
解
を
深
め
る
一

助
に
し
た
い
」
と
感
謝
し
た
。

（
渡
部
ち
ぐ
み
）

平
井
知
事

対
応
に
く
ぎ
刺
す

平
時
の
対
応
も
同
等
に

ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ

同じ周辺自治体でありな

がら島根側だけ先に回答し

た中国電力の対応は理解に

苦しむ。「島根側と違い（鳥取側は）

広域自治体である県が含まれ検討に時

間がかっている」との説明だが、鳥取

側が初めて改定を申し入れたのは約９

年前。立地自治体を抱える島根側で議

論を先行させ、既成事実を積み上げる

腹づもりなのかと邪推してしまう。中

電は2013年、安全協定の運用について

「立地自治体と同様の対応を行う」と

明文化した。一方で今回のように対応

に差があると、県民の疑念は増す。原

発があることで、住民が負うリスクに

県境はない。平時の対応も同等である

べきだ。 （浜田）

薮根支社長 右 に対し 安全協定の改定について８回目の
申し入れをする亀井副知事 島根県側の周辺自治体と異な
る対応を取ったことにも不満を示した＝ 日 鳥取県庁

応
援
力
に

感
謝
伝
え
る

米
子
東
ナ
イ
ン
が
学
校
帰
着出迎えた学校関係者へ感謝を述べる長尾主将 手前 ＝ 日

米子市勝田町の米子東高

¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬

¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬
なつひめ・新甘泉査定会

今年の出来栄えを確かめる生産者ら
＝11日 北栄町由良宿の鳥取県園芸
試験場

盛
り
土
規
制
条
例

制
定
向
け
初
会
議

県

骨
子
案
示
す

静
岡
県
熱
海
市
で
起
き
た
土

石
流
災
害
を
踏
ま
え
、
鳥
取
県

は

日
、
危
険
な
盛
り
土
を
規

制
す
る
条
例
の
制
定
に
向
け
た

第
１
回
専
門
家
会
議
を
鳥
取
市

内
で
開
い
た
。
一
定
規
模
以
上

の
盛
り
土
や
切
り
土
、
建
設
現

場
か
ら
排
出
さ
れ
る
残
土
を
規

制
対
象
と
す
る
骨
子
案
が
示
さ

れ
た
。

月
下
旬
に
も
最
終
案

を
確
認
し
、
来
年
は
じ
め
の
制

定
を
目
指
す
。

座
長
の
松
見
吉
晴
鳥
取
大
前

学
長
顧
問
ら
防
災
、
地
質
、
土

質
の
各
分
野
の
学
識
者
４
人
で

構
成
。
県
の
担
当
者
が
制
定
の

目
的
を
説
明
し
、
骨
子
案
を
示

し
た
。

案
に
よ
る
と
、
定
め
ら
れ
た

基
準
以
上
の
盛
り
土
を
行
う
場

合
は
知
事
の
許
可
を
必
要
と

し
、
近
隣
住
民
へ
の
計
画
の
事

前
説
明
も
義
務
付
け
る
。
県
が

安
全
性
が
担
保
で
き
な
い
と
判

断
し
行
政
代
執
行
を
行
う
場
合

に
備
え
、
事
業
者
に
は
保
証
金

を
金
融
機
関
に
預
け
る
こ
と
も

求
め
る
。
監
督
処
分
は
勧
告
、

公
表
、
命
令
を
設
け
、
罰
則
の

設
定
も
検
討
す
る
。

メ
ン
バ
ー
か
ら
は
「
（
許
可

を
す
る
ま
で
の
）
審
査
の
仕
組

み
づ
く
り
も
必
要
」
「
県
外
の

業
者
が
関
係
し
て
い
る
場
合
の

対
応
も
検
討
を
」
と
い
っ
た
意

見
が
出
た
。

（
竹
久
祐
樹
）

広
江
理
事
長
（
左
）
と
石
丸

会
長
（
中
央
）
か
ら
ボ
ッ
チ

ャ
の
説
明
を
受
け
る
伊
木
市

長

日
、
米
子
市
役
所
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島
根
側
で
説
明
が
行
わ
れ
た

同
時
刻
、
鳥
取
県
庁
で
は
同
社

の
薮
根
剛
鳥
取
支
社
長
が
亀
井

一
賀
副
知
事
と
向
き
合
っ
た
。

先
行
し
て
島
根
側
に
回
答
し
た

理
由
を
「
基
礎
自
治
体
だ
け
の

島
根
と
違
い
、
鳥
取
に
は
広
域

自
治
体
の
県
が
含
ま
れ
検
討
項

目
が
多
い
」
と
説
明
。
亀
井
副

知
事
は
「
納
得
し
が
た
い
」
と

反
発
し
、
早
期
改
定
を
求
め
る

８
回
目
の
文
書
を
手
渡
し
た
。

薮
根
支
社
長
は
記
者
団
に

「
鳥
取
へ
の
回
答
が
遅
れ
て
い

る
こ
と
に
他
意
は
な
い
」
と
釈

明
し
た
が
、
具
体
的
な
回
答
時

期
に
つ
い
て
明
言
は
避
け
た
。

周
辺
自
治
体
に
事
前
了
解
権

を
付
与
し
な
い
と
し
た
回
答
も

反
発
を
招
い
た
。
亀
井
副
知
事

は
「
事
故
が
起
き
れ
ば
、
立
地

で
あ
ろ
う
と
周
辺
で
あ
ろ
う
と

被
害
は
同
じ
。
鳥
取
県
も
避
難

計
画
の
策
定
な
ど
必
要
な
対
応

を
取
っ
て
い
る
」
と
強
い
口
調

で
念
押
し
し
た
。

出
雲
市
の
伊
藤
功
副
市
長
は

「
原
発
事
故
の
リ
ス
ク
が
あ
る

中
、
発
言
の
権
利
は
あ
っ
て
し

か
る
べ
き
だ
」
と
不
快
感
を
示

し
、
安
来
市
の
伊
藤
徹
副
市
長

も
「
重
要
な
判
断
の
際
に
周
辺

自
治
体
の
意
見
を
反
映
で
き
る

仕
組
み
は
必
要
」と
指
摘
し
た
。

雲
南
市
の
吉
山
治
副
市
長
は

「
事
前
了
解
権
が
立
地
自
治
体

『
固
有
の
規
定
』
と
考
え
て
き

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
市
民
は

リ
ス
ク
は
同
じ
と
感
じ
て
い

る
」
と
再
検
討
を
訴
え
た
。

島
根
原
子
力
本
部
の
北
野
立

夫
本
部
長
は
、
今
回
の
提
案
を

「
最
大
限
踏
み
込
ん
だ
形
」
と

強
調
。
「
周
辺
自
治
体
の
意
見

を
反
映
す
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要

と
い
う
点
は
重
く
受
け
止
め
て

い
る
。
島
根
県
と
相
談
し
、
再

度
検
討
し
た
い
」
と
述
べ
る
に

と
ど
め
た
。

島
根
県
内
の
周
辺
自
治
体
３
市
が
中
国
電
力
に
求
め
た
島
根
原
発（
松
江
市
鹿
島
町
）

の
安
全
協
定
改
定
に
対
す
る

日
の
中
電
側
の
回
答
は
、
自
治
体
側
の
不
信
を
招
く
結

果
と
な
っ
た
。
鳥
取
県
と
境
港
、
米
子
両
市
に
は
回
答
期
日
す
ら
示
さ
れ
ず
、
県
境
を

隔
て
差
を
つ
け
ら
れ
た
形
に
。
鳥
取
県
の
平
井
伸
治
知
事
は
「
協
定
改
定
の
如い

何か
ん

に
よ

っ
て
島
根
原
発
２
号
機
の
再
稼
働
判
断
に
影
響
を
与
え
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
、

中
電
の
対
応
に
く
ぎ
を
刺
し
た
。

（
浜
田
匡
史
、
高
﨏
正
範
）
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